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1. はじめに 

1.1 研究の背景と目的 

近年、建築設計においてアルゴリズムを用いた設計手

法が普及しつつある。これは設計の要素を数値化し、コ

ンピュータプログラム内で試行を繰り返し、建築設計に

おける最適な空間構成を導き出す手法である。特徴とし

て、複数の設計条件の環境性能評価との連携や、人の手

では扱うことが難しい複雑な形状を操作することが可能

である。 

集合住宅は、他のビルディングタイプに比べて、住戸

の配置、平面計画、動線、環境性能等の複数の条件を前

提としたシステマティックな設計が行われる。一方で、

これらの設定は集合住宅を建築する地域の特徴によって

異なり、敷地形状や低コスト化など条件が複数になるこ

とから、アルゴリズムを用いた設計手法を駆使すること

で、良好な設計解を導き出すことが可能と考えられる。 

本研究では「集合住宅の設計プロセスにおけるアルゴ

リズムを用いた設計手法の有用性を示し、環境性能を評

価軸としたひとつの新たな設計手法を提案すること」を

目的とする。また、研究フローを図 1 に示す。 

第 1 報、第 2 報では敷地形状に着目し、不整形な敷地

に対して日照・日射解析を用いた集合住宅の設計手法を

提案する。第 1 報では日照解析による住棟配置の最適化

を検討する。 

1.2 研究対象地 

本報の対象地域である熊取駅西地区（図 2 参照）は土

地所有者が「熊取駅西地区まちづくり協議会」を設立し、

地区計画が定められ、これから整備が行われていく状況

にある。現在、区画整理が行われていないため不整形な

形状をしているが、熊取町と泉佐野市の市域界を廃川予

定の川が流れているため土地の整形化が難しい。 

2. 日照時間による住棟配置の最適化 

 ボリュームスタディ段階において、各住棟のファサー

ドにおける日照時間が最大となるような配置決定法につ

いて検討する。 

2.1 敷地モデル(図 3 参照) 

 解析モデルの作成については㈱ゼンリンの近畿地区の

地図データより地形、建物、道路、河川の情報を ESRI

ジャパン㈱の ArcGIS で取込み、建物の立上げを行った。

現状と異なる建物は Rhinoceros で修正した。領域は

270m × 340m とし、地面はフラットとする。 

2.2 住棟の基本コンセプト 

 図 4 に住棟のコンセプトを示す。棟数は 4 棟とし、対

象建物の東側に駅舎がある。以下、駅舎側から棟 1、棟

図 3 敷地モデル 

図 2 熊取駅西地区整備計画図注１） 

 

図 1 研究フロー図 



表 1 解析条件 

表 2 解析結果 

2、棟 3、棟 4 とし、また、地上側から層 1、層 2、層 3、

層 4 とし、1 つの層は 2 つの階で構成される。層 1 と層

2、層 3 と層 4 はそれぞれ同じボリュームである。層 2、

層 3、層 4 はそれぞれ下層から 2.5m セットバックさせ 

る。建物高さは 8 階(24m)で均一とする。 

2.3 住戸の基本コンセプト 

 ここでは住戸ユニットを積層させて、図 5 に示す通り

住戸がボイドに隣接する構成を設定する。このような構

成であれば下階の屋根面を屋上バルコニーとして利用す

ることが可能である。また、開口部を多面に確保でき、

眺望・採光・通風面が有利になる。住戸とボイドが交互

に隣接する住戸配置を図 5 のように定義する。これを「千

鳥配置モデル」と呼称し、本報の解析で用いる。 

2.4 解析概要 

日照時間が短い冬至(12 月 22 日)を想定する。東・西・

南側のファサード(図 4 参照)に太陽光が長時間当たる住

棟の配置の最適解を導く。解析は Rhinoceros 上で動く

Grasshopper 内の Python Script で作成したプログラム

と既存のコンポーネントを組み合わせて実施した。日照

時間の解析には Ladybug、最適化(GA: Genetic 

Algorithm)には Galapagos を用いる。解析条件を表 1

に示す。 

東側(駅舎側)に面するエントランスは固定とする。こ

のエントランスは駅舎からペデストリアンデッキを伸ば

した位置にある。このエントランスと棟 1 との間の角度

(α1)もしくは、棟 2～4 と連結する EV シャフトとの間

の角度(α2～α4)を設計変数として定義する。最適化で

は可動域(－90°～ 90°)および敷地からはみ出ない範

囲で、各αがランダムに決定される(図 6 参照)。 

2.5 解析結果 

住棟配置の最適化の結果を表 2、図 7 に示す。日照時

間の最適化で 3,200 ケースの解析を行った中で最大の日

照時間は 4.50 時間、平均値は 4.47 時間、最小値は 4.39

時間であり、あまり違いは見られないが、日照時間の増

加は確かに見られた。最適化自体は達成できているが、

対象とした敷地形状による制約が厳しく、特に棟 2 周辺

の敷地が非常に狭く、棟 1、棟 4 の可動域が限られてし

まい、設計変数にあまり変化がつけられないことが原因

である。 

3. まとめ 

 日照解析を用いて、不整形な敷地に対する集合住宅の

住棟配置について、日照時間の確保を目的とし、GA を

用いた最適化を提案し活用例を示した。第 2 報では昼光

率を用いた住戸配置の最適化を行う。 
脚注 

注1) 図 1は「熊取駅西地区まちづくり協議会」の資料を筆者が加工を行った。 

(岡山研究室) 

図 6 住棟の可動域 

図 4 住棟のコンセプト 

図 7 住棟配置の最適解 

図 5 千鳥配置モデルの透視図(左)と層 1・層 2(1～4 階)の 
平面図(右上)と層 3・層 4(5～8 階)の平面図(右下) 


